
震災当時、私たちは3月末から4月上旬まで
蛇田中学校で活動していました。
余震も続く中、新年度の準備に取り組む
姿に東北の方々 の力強さを感じました。
テレビなどで東北の復興のニュースや
活躍を聞くたび、私たちが元気を頂いています。
これからも、応援しています。

2011年3月13日深夜、
月明かりに水が反射していたが、それは
津波の跡だったのを翌日の移動で分かった。
避難所は密状態・プライバシーもない状態。
その状況でも私達に和菓子やイチゴを
差し出し、もてなしてくれ、優しさを痛感。
復興途中でのコロナ。共にがんばりましょう。

深谷赤十字病院　野口賀代 富山赤十字病院　Ｎ＆Ｍ

「10年」感慨深い時間です。
街の景観は変化しても
そこで営まれている時間はいつまでも続く。
歴史を刻む一刻一刻に
深い意義を感じています。
遠くにいてもその気概は
同じでありたいと思います。

日赤医療センター　林宗博

新聞をお渡しする時、初めて会う私に、
震災からこれまでのこと、
いろいろお話してくださったこと忘れません。
『美味しい物いっぱい』
『心温かい方いっぱい』
の大好きな石巻に、必ずまた伺います。
お身体を大切に、
お元気でお過ごしくださいね。

きずな新聞　あっこ（大阪）

病院支援要員として石巻で
活動させていただきました。
院内だけでなく避難所で地元の方々 とお話
する機会があり、辛い状況の中でありながら
逆に励ましの言葉を頂き、大変感激いたしました。
あれから10年になりますが、
皆様が少しでも平穏な生活を
送れていることを祈っています。

水戸赤十字病院　鈴木雄一郎

2011年3月20日～23日まで石巻赤十字病院、
渡波小学校、門脇中学校で活動しました。
住民の皆さんに救護所設営に
協力をいただきました。
あれから10年が経ちました。
コロナ禍での生活、お体に気を付けて
一日一日を大切にしながら、
生きていきましょう。応援しています。

伊勢赤十字病院　梅村千惠

石巻市内の避難所で、出会った１１歳の少年。
お父さんが行方不明であるが、
お酒が好きだったこと、
一緒に船で釣りに行ったことなどを、
目を輝かせて話してくれました。
大きくなったら、父さんみたいに
なりたいと言う彼、立派な青年となり、
活躍していると思います。

日赤宮崎県支部　栗山豊

ボランティアに参加していて思うのは、
いつもこちら側がはげまされている
ということ。忘れてはいけないことを、
思い出させていただいています。
コロナが落ち着いたら、
必ず手渡しで届けに参ります！
コロナに負けずに、
元気でいてくだされ。

きずな新聞　ひろみ（仙台）

2011年４月初旬、「遠くからありがとう。
佐賀は暖かいでしょう？」と
声をかけていただいた避難所。
「今、佐賀では桜が満開です」と言うと
「ここも毎年咲くけど
今年は咲かないだろうね」と。
あの春以来、石巻の桜に思いを馳せています。
そして、いつか満開の石巻の桜を見に行きます。

いつもいつも、
元気を貰ってます、ありがとう！
いつか僕も皆さんと一緒に、
人に元気を与えられるように、
目の前のことを一生懸命頑張ります。
ファイト！

きずな新聞　けん（東京）

日赤佐賀県支部　原

震災から3ヶ月後の最後の救護班でした。
つらい体験を聞きながら
一緒に泣いたことを思い出します。
長崎はとっても遠いけど、
いつか元気になった石巻を見に来てね
と交わした約束。
必ず果たしたいなと思っています。

日赤長崎原爆病院　Ｋ

3/23～27まで救護活動に参加しました。
救護は初めてで、被災された方と
お話することで、少しでも気持ちを
受け止められたらと思っていました。
巡回診療した際は、お薬を渡すたびに
感謝の言葉をかけていただき、
逆に勇気をもらいました。
本当にありがとうございました。

鳥取赤十字病院　山本

2011年3月17日に石巻日赤に到着し、
翌日から市内の巡回診療に携わりました。
とある避難所で、ゴルフクラブを
野球バットに見立て、元気に遊ぶ
子供達の姿が微笑ましかったです。
僕たちも元気をもらい、感謝しています。
大好物の金華サバ缶を食べながら
私もがんばります。

前橋赤十字病院　Ｓ

もう10年になるんですね。
新型コロナのため、
石巻とは1年間ご無沙汰してしまいましたが、
また会いにいきますね。
時間が経っても悲しいお気持ちは
変わらないと思いますが、少しでも
元気出してもらえると嬉しいです。
新聞配りにいったらお話しましょう。

きずな新聞　佐藤俊一／しゅん（東京都）

10年間、
たくさんの涙と笑顔を皆さんと共有しました。
直接お会いした方、
紙面を通して出会ってくださった方、
すべての出会いに感謝です。
11年目のこれからも、共に歩んでいきましょう。
あの日を生き抜き、
そして今日まで生きててくれて、ありがとう。

きずな新聞　岩元暁子／あき（東京／石巻）


